
Sulph   感覚と機能  抜粋 

 

＜感覚＞ ～のような。 感じる。 ～の感覚。 ～い痛み。 ～感。 

 

・総体的症状 

限局性の灼熱感。 

分泌される粘液と発散物は刺激性がある。 

熱感、焼けるような感覚。 

空っぽの沈むような感覚。充満感、荒れた感覚、または、しびれた感覚。 

ネズミが腕を駆け上がり背中に行くような感覚。 

一過性の熱感。頭頂と足の裏の灼熱感。 

寝床が小さすぎるように感じる。 

揺れている、または波立つ地面の上に立っているように感じる。 

 

・頭部 

熱い、ずきずきする、重たい、ひりひりする頭頂。 

頭にベルトが巻かれているかのような感覚。 

頭が熱く、足は冷たい。 

 

・眼 

焼けるよう。 

砂で傷ついたような。 

破裂しそうな。 

黒いガーゼが覆っているかのような、ぼんやりした視界。 

 

・耳 

額から聞こえるように感じる 

 

・鼻 

ひりひりするコリーザ 

古いカタルのようなにおい。 

 

・顔 

灼熱感 

 

・口 

撃ち抜かれるような、ズキズキする痛み。 

むかむかするような味。 

食べ物が藁のように感じられる、 

 

・喉 

とげがある感覚 



蒸気が上がってくる感覚 

ボールがこみあげてきて、咽頭をふさぐような感覚。 

はれている感覚。 

 

・胃 

腐った卵のようなおくび 

むさぼるような食欲 

食べ物が塩辛すぎるように 

空っぽで衰弱した感覚 

 

・腹部 

ひりひりする 

刺されるような痛み 

刺されるような痛み 

腸がむすばれているような感覚 

腹が重たい、塊があるかのよう 

何か生き物が動いているような感覚 

下方に押される感覚 

ひりひりする 

灼熱感 

せきたてられるような 

便で汚されたかのような 

 

・泌尿器 

灼熱感 

 

・男性 

灼熱感 

皮のように硬い 

 

・女性 

灼熱感 

ヒリヒリする 

ヒリヒリする 

性器の方へ押される感覚 

ひりひりする 

焼けるよう 

灼熱感 

切られるような 

衰弱感 

灼熱感 

 



・呼吸器 

窒息しそうな 

くすぐったい感覚 

熱い 

胸にベルトがあるような、重荷があるような感覚 

灼熱感 

衰弱感 

胸の撃ち抜かれるような 

 

・心臓 

大きく感じる 

鋭い痛み 

 

・首・背中 

脊椎の椎体が下位の椎体の上を滑るかのような 

脊椎に亀裂が入るかのような感覚 

 

・四肢 

灼熱感 

灼熱感 

焼けるような縫われるような痛み 

 

・皮膚 

痒み 

焼けるよう 

・熱 

一過性の熱感 

暑すぎるように感じる 

 

＜機能／動詞＞ ウ行で終わる。 否定形含む。 

 

・総体症状 

循環の不規則な配分を引き起こし、 

頭、胸、心臓への血液の殺到を生じる。 

不規則な循環に起因する 

やせ衰える。 

小さな老人のように見える。 

分泌地される粘液と発散物は刺激性がある 

痒みを引き起こす。 

痒みを引き起こす。 

ゆっくりと吸収される。 

背筋をのばして歩くことができない 



不潔に見える 

皮膚疾患にかかりやすい傾向がある。 

よく弱い湿疹の発作が起きる。 

極度の眠気を伴う。 

飛び上がり、びっくりして恐ろしそうに叫ぶ。 

血が上がる 

すべてがみぞおちに影響する 

わずかな圧迫から、痛み、腫れ、化膿する。 

 

・精神 

置き忘れる 

言葉が見つからない 

美しく見える 

裕福であると思う 

怠惰すぎておきて起きれず、生きていくには不幸すぎる 

人生に疲れている 

遊び暮らす 

彼らに死をもたらすと考える 

欠点をあげつらう 

知りたい推察しようとする 

自分は偉大だと思う 

 

・頭部 

額がくらくらする 

うなじから頭頂に向かって上昇する。 

光視症が先行する 

泉門がいつまでも開いている。 

歩くとき、頭が前にかたむく。 

 

・目 

ものが実際より遠くに見える。 

瞼がくっつく。 

 

・耳 

耳からではなく、額から音が聞こえるように感じる。 

 

・鼻 

どちらかが詰まる。 

鼻先または小鼻が赤い、腫れている。 

頻繁にくしゃみをする。 

 

・顔 



老けて見える 

 

・口 

酸っぱい、甘い、臭い、苦い味がする。 

 

・胃 

多量に飲み、小量食べる。 

なんでもすべて食べる。 

食べ物が塩辛すぎるように感じる。 

酸っぱいおくびが出る。 

頻繁に食べないと、頭痛がする、または疲れる。 

 

・腹部 

下痢と便秘が交互に起きる。 

便の匂いが自分に付きまとう 

肛門周辺が赤い、痒みを伴う。 

叫びながら起きる 

 

・泌尿器 

尿に粘液と膿が混じる。 

脂っぽいものが表面に浮く。 

風邪の最後は膀胱にくる 

尿の流れは細く、途中で途切れる。 

 

・男性 

精巣が下垂する。 

 

・女性 

授乳後痛みは背中まで広がる。 

腹部の圧痛と嗜眠状態を伴う。 

 

・呼吸器 

痛みは左の乳頭から後方に向かう。 

胸の灼熱感、冷たさが顔にまで広がる 

胸の痛みが背中まで響く 

風邪の後にいつも喘息になる。 

 

・首背中 

子供は頭を支えられない。 

背中の痛みのために腰を曲げて歩く、動いた後に限り、背筋を伸ばすことができる。 

座るとき手で体重を支える。 

 



・四肢 

入眠時に片方の四肢がびくっとする。 

膝窩が突っ張る。 

手が震える。 

 

・皮膚 

吹き出物におおわれる、化膿する、治癒しない。 

 

・睡眠 

うたたねする。 

夜に目がさえる。 

飛び起きる、叫びながら起きる。 

睡眠中に歌う、歌いながら起きる。 

鮮明な夢、記憶に印象付けられる。 

 

・熱 

悪寒が背筋を上る。暑すぎるように感じる。 

発汗で緩和しない。 

 

・四肢 

入眠時に片方の四肢がびくっとする。 

前かがみになると、膝窩が突っ張る。 

関節の腫脹、水腫を伴う。 

 

・皮膚 

不健康、吹き出物におおわれる、化膿する、治癒しない。 

 

・睡眠 

うたたねをする。 

日中は眠たい、夜に目がさえる。 

飛び起きる、または叫びながら起きる。 

睡眠中に謳う、または歌いながら起きる。 

 

・熱 

悪寒が背筋を上がる。 

暑すぎるように感じる。 

発汗で緩和しない。 

 

 


